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気候変動において、人為的な要因と自然的な要
因（太陽活動）のどちらが主因であるか、議論
がわかれている。地球温暖化を真に理解する為、
過去の太陽活動と気温の精度の良い基礎デー
タとその解析が必要不可欠である。

氷床コアのイオン分析および酸素同位体
比分析
南極氷床コア中の硝酸イオン濃度から過去の太
陽活動情報が得られ、酸素同位体比分析から過
去の気温の情報が得られる。硝酸イオンと酸素同
位体比を分析した結果、どちらも太陽黒点活動と
良い相関を持っていることを発見した。

中高層大気放射線・イオン化学反応ネット
ワークモデルの構築
成層圏のイオン化学を含んだ世界初のモデルである。
480種類の放射線過程と化学反応を組み込み、高度
20-75kmに適用可能。イオン反応を考慮すると、従
来の中性反応のみの取り扱いから約40%も総窒素
酸化物（NOy）の生成量が増加することがわかった。
標準的な先行モデルより観測をうまく説明できる。

南極氷床コアを用いて、硝酸イオン濃度が太陽
活動の代替指標となり得るかどうか検証する。過
去の気温変動を調べ、地球温暖化の将来予測
の精度向上に貢献する。太陽フレア（太陽表面
での爆発現象）が引き起こす大気化学反応から
大気循環、氷床コア分析までを理論・観測・実
験的手法を駆使して統合した、国際的にも類が
ない分野横断的研究である。
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地球の平均気温の上昇が1998年頃から停
滞していると、2013年に公表された。また、
現在太陽の活動フェーズは、低調にある。太
陽活動と地球気温との関係は、一般の関心

及びIPCC（気候変動に関する政府間パネ
ル）の関心のひとつとなっている。本研究は、
地球温暖化に関する科学的理解を深め、ひ
いては環境行政に貢献する。

図1（左上）氷床コア深度に対する硝酸イオン濃度プロファイル。2010AD
〜 220BC（2230年間）をカバー。時間分解能は約1年。
図2（左下）氷床コア深度に対する酸素安定同位体比（気温の指標）の
プロファイル。2010AD 〜 220BC（2230年間）をカバー。時間分解
能は約1年。生データの平均が示す気温の変動幅は±2℃程度である。
図3（右上）1859年に起きた巨大太陽フレア「キャリントン・イベント」を
模した場合の、高度50kmにおけるNOyの増加計算。


